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第 5 章 経営戦略策定後の検証・更新

経営戦略は策定して終わりではなく、PDCA サイクル（計画 PLAN – 実行 DO – 検証

CHECK – 改善 ACTION）により、継続的な進捗管理を行い、常に経営改善や計画の見直

し等に反映させていくことが必要です。

進捗管理は、毎年度末において目標や計画の達成状況について、投資・財政計画と

実績のかい離や原因に対する分析を定期的・定量的に検証・評価し、実施手法の改善

や計画の見直しを行い、実行するという PDCA サイクルの一連の流れにより行います。

また、計画のローリング（定期的な見直し）については、総務省「経営戦略策定ガ

イドライン」において少なくとも 5 年おきに経営実態やその時点における経営環境に

照らし合わせて、投資・財政計画の見直しをすることが求められていますが、本町に

おいては、2020 年度の下水道事業の地方公営企業法適用後に詳細な財務状況を基に経

営戦略の見直しを予定しています。

（計画）

（実行）（検証）

（改善）
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（参考資料） 経営比較分析表の指標説明

1. 経営の健全性・効率性

(1) 収益的収支比率（％）

【算出式】

【指標の意味】

法非適用企業に用いる収益的収支比率は、料金収入や一般会計からの繰入金等の
総収益で、総費用に地方債償還金を加えた費用をどの程度賄えているかを表す指標
です。

【分析の考え方】

単年度の収支が黒字であることを示す 100％以上となっていることが必要です。
数値が 100％未満の場合、単年度の収支が赤字であることを示しているため、経営
改善に向けた取組みが必要です。

(2) 企業債残高対事業規模比率（％）

【算出式】

【指標の意味】

料金収入に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を表す指標です。

【分析の考え方】

明確な数値基準はないため、経年比較や類似団体との比較等により自団体の置か
れている状況を把握・分析し、適切な数値となっているかを判断します。

算出式（法非適用企業）

収益的収支比率（％）
総収益

×100

総費用 + 地方債償還金

算出式（法非適用企業）

企業債残高対事業規模比率（％）
地方債現在高合計 － 一般会計負担額

×100

営業収益－受託工事収益－雨水処理負担金
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(3) 経費回収率（％）

【算出式】

【指標の意味】

料金で回収すべき経費を､どの程度料金で賄えているかを表した指標であり、料金
水準等を評価することが可能です。

【分析の考え方】

使用料で回収すべき経費を全て使用料で賄えている状況を示す 100％以上である
ことが必要です。数値が 100％を下回っている場合､汚水処理に係る費用が使用料以
外の収入により賄われていることを意味するので､適正な使用料収入の確保及び汚
水処理費の削減が必要です。

(4) 汚水処理原価（円）

【算出式】

【指標の意味】

有収水量 1 ㎥あたりの汚水処理に要した費用であり、汚水資本費･汚水維持管理費
の両方を含めた汚水処理にかかるコストを表した指標です。

【分析の考え方】

明確な数値基準はないため、経年比較や類似団体との比較等により自団体の置か
れている状況を把握・分析し、適切な数値となっているかを判断します。必要に応
じて､投資の効率化や維持管理費の削減､接続率の向上による有収水量を増加させる
取組みといった経営改善が必要です。

算出式（法非適用企業）

経費回収率（％）
下水道料金

×100

汚水処理費(公費負担分を除く)

算出式（法非適用企業）

汚水処理原価（円)
汚水処理費(公費負担分を除く)

年間有収水量
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(5) 施設利用率(％)

【算出式】

【指標の意味】

施設･設備が一日に対応可能な処理能力に対する、一日平均処理水量の割合で､施
設の利用状況や適正規模を判断する指標です。

【分析の考え方】

明確な数値基準はありませんが、一般的には高い数値であることが望まれます。
経年比較や類似団体との比較等により自団体の置かれている状況を把握し､数値が
低い場合には､施設が遊休状態でないか､過大なスペックとなっていないかといった
分析が必要です。

(6) 水洗化率(％)

【算出式】

【指標の意味】

現在処理区域内人囗のうち､実際に水洗便所を設置して汚水処理している人口の
割合を表した指標です。

【分析の考え方】

公共用水域の水質保全や､使用料収入の増加等の観点から 100％となっていること
が望ましいです｡一般的に数値が 100％未満の場合には､汚水処理が適切に行われて
おらず､水質保全の観点から問題が生じる可能性があることや､使用料収入を図るた
め水洗化率向上の取組みが必要です。

算出式（法非適用企業）

施設利用率(％)
晴天時一日平均処理水量

×100

晴天時現在処理能力

算出式（法非適用企業）

水洗化率(％)
現在水洗便所設置済人口

×100

現在処理区域内人口
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2. 老朽化の状況

(1) 管渠改善率（％）

【算出式】

【指標の意味】

当該年度に更新した管渠延長の割合を表した指標で､管渠の更新ペースや状況を
把握できます。

【分析の考え方】

明確な数値基準はありませんが、数値が 1％の場合､すべての管路を更新するのに
100 年かかる更新ペースであることが把握できます｡類似団体との比較により、自団
体の置かれている状況を把握・分析し、適切な数値となっているかを判断します。

算出式（法非適用企業）

管渠改善率(％)
改善(更新・改良･維持)管渠延長

×100

下水道布設延長
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